灯りをつけて

中学生の頃、あるラジオ番組で聞いたあるフレーズが今も心に残っています。
当時、高校受験で夜遅くまで勉強し、時には朝まで起きていることもありました。まだ日の明けない頃に、ラジオをつけるとその番組が流れてきたのです。その番組では、聖書についてやさしく解説をしていました。勉強に疲れた私は、伸びをしてふーっと大きな息をついて、聞くともなくラジオから流れてくる音声に耳を傾けていました。
その中で心に響いた言葉が、聖書の中の「暗いと不平を言うよりも進んで灯りをつけましょう」だったのです。受験勉強中、その番組を何回か聴くことがあり、毎回のようにその言葉が繰り返され、とても印象に残りました。不満を言うだけではなく、自分で明るくすればよいのだという教えは、私にとっては新鮮なものでした。
でも、受験が終了すると、深夜早朝に起きていることがほとんどなくなり、その番組を聴くことはなくなりました。印象深いあの言葉も心の奥底に眠ってしまいました。
大学生活がスタートし、しばらくしてサークルに入り、高齢者の入浴介助、障がい者福祉施設の手伝い、養護学校での学習支援をするようになりました。単調で乾いた学生生活の中で、各施設で出会った人たちの笑顔は、私に潤いをもたらしてくれました。
大学を卒業して就職、結婚。そして、子どもの誕生、子育てと、なんともせわしい日々が続きました。
やがて、子どもたちが成長し、手がかからなくなったころ、私の心に「灯りをつけましょう」という言葉が蘇りました。手始めに発展途上国に寄付をするという支援活動に参加しました。
同時に障がい者と交流をしながら、パソコンの操作指導をしましたが、仕事が多忙となり、あまり続かずに中途半端になりました。
そして定年退職。第二の職場も終え、私には自分の自由となる時間ができました。さて何をしようかと思っているときに、再び心に浮かんできた言葉が「灯りをつけましょう」でした。
市報に掲載されていた「認知症サポーター」「心のサポーター」「点字講習会」などの講座を受け、私でも灯りをつけることができる場があるかもしれない、そう思ったのです。
各講座に参加した後、地域の点訳サークルに参加し、今は新聞記事や小説の点訳をしています。まだスムーズに点訳ができませんが、点字を読んでいる視覚障がい者のことを思い浮かべながら取り組んでいます。現在は音訳講習会にも参加をしています。
限られた時間の中でどれだけのことができるかわかりません。でも、身体と頭がしっかり動いている限り、小さな灯りであっても、その灯りを絶やさないことが大切なことだと思っています。その灯りに照らされた笑顔が、今の私にとっての喜びになっています。
半世紀以上も前に、ラジオから流れてきた聖書の言葉は私への贈り物。
これからも灯りの先の笑顔に出会えるよう、日々を過ごしていきたいと思います。
